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　県歌信濃の国に歌われる久米路橋は、長野市信州新
町と同信更町に架かる橋です。その周辺の久米路峡は、
犀川が水内ダムの「ろうかく湖」になる前、急流が奇
岩の間を縫う絶景であったと言われています。今なお、
岩場を彩る紅葉は、屋形船からもお楽しみ頂けます。

信州新町商工会

久米路橋の紅葉と屋形船

商工連ながの
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10
月
19
日
（
水
）、
20
日
（
木
）
商
工
会
長

会
議
を
阿
智
村
「
湯
多
利
の
里　

伊
那
華
」
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
冒
頭
、
柏
木
会
長

よ
り
「
今
年
度
商
工
連
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
推
進

を
掲
げ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
と

り
わ
け
『
経
営
支
援
体
制
の
整
備
と
支
援
内
容

の
充
実
』
に
つ
い
て
集
中
的
に
取
り
組
み
12
名

の
上
席
専
門
経
営
支
援
員
を
配
置
し
て
、
ス

テ
ー
ジ
Ⅲ
の
専
門
分
野
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
充

実
も
図
っ
て
お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
実
績
づ
く

り
に
力
点
を
置
い
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
商
工
会
長
の
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
経
済
産
業

局
長
表
彰
・
長
野

県
商
工
会
連
合
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
、

続
い
て
地
域
経
済

活
性
化
と
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業

者
の
成
長
・
持
続

的
発
展
の
た
め
の

地
方
集
会
決
議
文

が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　
（
一
社
）長
野
県

観
光
機
構
の
原
常

務
理
事
事
業
統
括

本
部
長
よ
り
「
長

野
県
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
来
年

度
の
観
光
事
業
に
焦
点
を
当
て
た
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
信
濃
町
商
工
会
の
間
瀬
会
長
よ

り
「
起
業
塾
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
創
業
者

を
商
工
会
員
と
す
る
こ
と
に
よ
り
会
員
増
加
を

実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
国
商
工
会
連
合
会
の
乾
専
務
理
事
よ

り
「
中
央
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
国
の

情
勢
や
全
国
連
施
策
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
満
蒙
開
拓
の
資
料
等
が
展
示
さ
れ
て

い
る
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

商
工
会
長
会
議
開
催

全国連  乾専務理事長野県観光機構  原常務理事 信濃町商工会  間瀬会長

経営力向上計画を
策定

01

申請書はたった２枚

固定資産税の
軽減措置

経営力の強化を実現

03

04

3年間、1／2に軽減

担当省庁による認定

その他の金融支援

02

軽減を受けられる代表的な設備等、税制について詳しく知り
たい方はホームページに要件や対象設備、ＦＡＱ等を掲載し
ております。

事業分野ごとの担当省庁に事業分野別指針等にのっとって計
画を提出し、認定を受けます。
提出は郵送でも受け付けています。
詳しくはホームページでご確認ください。

利用できる方：資本金1億円以下の会社、 個人事業主など
対象設備：160万円以上の機械及び装置であること（新品）
要件：生産性が年平均1％以上向上する設備　など

計画策定に際しては、申請の手引きや本計画の概要を以下の
ページに掲載しております。

経営強化法｜ 検索詳しくはこちら

中小企業向け：信用保証協会による信用保証の枠の拡大
　　　　　　　など
中堅企業向け：独立行政法人中小企業基盤整備機構の債
　　　　　　　務保証　など

以上のような様々な支援が受けられます。

「経営力向上計画」とは
人材育成、コスト管理等のマネジメント
の向上や、設備投資等により、事業者の
生産性を向上させるための計画です。
具体的には、現状認識、目標、取組内容
などを記載する実質２枚の様式により策
定します。

1 2

お問い合わせはお近くの商工会まで

中小企業等経営強化法（平成28年7月施行）
による支援の流れ

柏木会長
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厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク

合理的配慮の提供が義務となりました
障害者に対する差別が禁止され、

「障害者の雇用の促進等に関する法律」を改正　平成28年４月１日から施行

合理的配慮とは、

＜募集・採用時の合理的配慮の例＞
◆視覚障害がある方に対し、点字や音声などで採用試験を行うこと
◆聴覚・言語障害がある方に対し、筆談などで面接を行うこと

＜採用後の合理的配慮の例＞
◆肢体不自由がある方に対し、机の高さを調節することなど作業を可能にする工夫を行うこと
◆知的障害がある方に対し、図などを活用した業務マニュアルを作成したり、業務指示は内容
　を明確にしてひとつずつ行なったりするなど作業手順を分かりやすく示すこと
◆精神障害がある方などに対し、出退勤時刻・休暇・休憩に関し、通院・体調に配慮すること

雇用の分野での合理的配慮の提供義務

・募集及び採用時においては、障害者と障害者でない人との均等な機会を確保するための措置
・採用後においては、障害者と障害者でない人の均等な待遇の確保または障害者の能力の有効
　な発揮の支障となっている事情を改善するための措置
　のことをいいます。

②第三者による調停
　 調停委員による調停・
　 調停案の作成・受諾勧告

①都道府県労働局長による助言、
　指導または勧告

＜都道府県労働局＞

自主的解決

事業主は、相談窓口の設置など、障害者からの相談に適切に対応するために必要な体制を整備
しなければなりません。また、事業主は、障害者に対する差別や合理的配慮の提供に係る事項
について、障害者からの苦情を自主的に解決することが努力義務とされています。

また、当事者の話合いによる自主的な解決が難しい場合の紛争解決を援助する仕組みとして、
①都道府県労働局長による助言、指導または勧告　　②第三者による調停制度
を整備しています。

相談体制の整備､苦情処理､紛争解決の援助

労働者 事業主

＜企業＞

紛争解決の援助の求め 調停の申請
都道府県労働局に相談

Point

Point

詳しくは、お近くの都道府県労働局・ハローワークにご相談ください。

解決しない場合

雇用の
分野で

　長野県内の事業場で働く全ての労働者と、労働者を一人でも使用している全ての使用者に適用される「長野
県最低賃金」が、平成28年10月１日から時間額770円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　また、最低賃金の引上げに向けた中小企業への支援制度（業務改善助成金、キャリアアップ助成金や相談窓
口）がありますので、ぜひともご活用ください。

お問い合わせは、
最寄りの労働基準監督署または、長野労働局 労働基準部 賃金室（電話026-223-0555）までどうぞ。

長野県最低賃金改正のお知らせ
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喬
木
村
商
工
会
で
は
現
在
、
食
品
製
造
業
会

員
２
社
の
新
商
品
開
発
支
援
を
主
目
的
に
、
平

成
28
年
度
長
野
県
地
域
産
業
活
性
化
基
金
助
成

金
制
度
を
活
用
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
当
地
域
で
は
市
田
柿
が
有
名
な

特
産
品
で
す
が
、
そ
の
製
造
過
程
で
は
柿
皮
や

規
格
外
の
柿
実
等
い
わ
ゆ
る
残
渣
が
大
量
に
発

生
し
ま
す
。そ
の
残
渣
に
対
し
て
、「
色
差
分
解
」

と
い
う
特
許
技
術
で
処
理
す
る
と
、
柿
渋
の
主

成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
等
の
有
効
成
分
が
、
身

体
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
形
（
単
糖
）
で
抽
出
さ

れ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
有
効
成
分
（
機
能
性
原
料
）
を

食
品
に
添
加
す
る
こ
と
で
、
酸
化
防
止
剤
・
防

腐
剤
・
脱
酸
素
剤
の
代
替
と
し
て
、
食
品
の
日

持
ち
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
更
に
保
存
性
（
防
カ
ビ
）
の
為
に
投
入
さ
れ

て
い
る
砂
糖
の
投
入
量
を
減
ら
せ
る
こ
と
で
、

低
糖
度
化
の
健
康
志
向
に
繋
が
る
と
考
え
ま
し

た
。
自
然
由
来
の
有
効
成
分
に
よ
っ
て
低
糖
度

化
さ
れ
た
製
品
は
「
機
能
性
食
品
」
と
し
て
、

一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
糖
分
摂
取
を
控

え
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
方
に
歓
迎
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
事
の
発
端
は
昨
年
11
月
に
商
工
連
中

信
支
所
の
山
田
修
上
席
専
門
経
営
支
援
員
に
よ

る
第
1
回
目
の
相
談
指
導
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

工
業
部
会
の
正
副
部
会
長
と
し
て
㈱
ふ
く
や
ま

福
山
康
雄
社
長
と
小
池
手
造
り
農
産
加
工
所
㈲

松
島
敏
社
長
は
部
会
事
業
を
展
開
す
る
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
ま
た
お
互
い
に
食
品
製

造
者
と
し
て
（
㈱
ふ
く
や
ま
：
も
な
か
皮
製
造

で
全
国
2
位
の
規
模
、
小
池
手
造
り
農
産
加
工

所
㈲
：
農
産
物
加
工
の
業
界
で
は
全

国
の
先
駆
的
存
在
）
共
同
開
発
研
究

を
模
索
す
る
中
で
、
山
田
上
席
よ
り

果
実
等
の
有
効
成
分
を
活
用
す
る
形

で
機
能
性
食
品
に
よ
る
共
同
事
業
化

を
提
案
し
て
頂
き
ま
し
た
。社
長
方
々

と
山
田
上
席
、
主
任
経
営
支
援
員
の

4
名
で
協
議
す
る
中
で
、
両
社
長
か

ら
「
日
持
ち
効
果
へ
の
応
用
」
と
「
低

糖
度
化
へ
の
期
待
」
が
発
案
さ
れ
、

そ
の
有
用
性
を
明
ら
か
に
す
る
為
、

研
究
費
等
の
補
助
申
請
を
し
ま
し
た
。

　

7
月
6
日
に
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を

開
催
し
、委
員
と
関
係
機
関
出
席
の
下
、

本
事
業
の
目
的
等
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
8
月
19
日
の
第
2
回
会
議
で
は
、

市
田
柿
の
皮
や
実
に
条
件
を
変
え
な

が
ら
抽
出
し
た
6
サ
ン
プ
ル
の
成
分

試
験
分
析
結
果
の
考
察
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

上
席
専
門
経
営
支
援
員
の
活
用
と
と
も
に
、

商
工
会
に
期
待
さ
れ
る
機
能
①
有
効
な
人
的
繋

が
り
②
資
金
手
当
て
③
リ
ス
ク
軽
減
化
を
実
現

で
き
、
か
つ
職
員
の
支
援
能
力
も
向
上
で
き
る

補
助
事
業
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も
大
き
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

㈱てる坊市場 喬木村商工会

　地域資源活用による
　　　　　　新商品開発取組支援
     ～未利用材の有効成分を
　　　　　　機能性食品原料へ転換、商品化事業～

連携事業の推進体制 

市田柿の 
栽培農園 

農家 

柿の加工所
㈱戸田屋 

二次加工所
㈱ふくやま

商品化：餡・もなか皮等 

柿の加工所
（その他域内） 

 
 

 

技術・生産指導
（製法技術保有者）

 

（長野県商工会連合会）

機能性原料生産所 
（喬木村商工会） 

新商品販売  
（既存の販路） 

新商品販売  
（既存の販路） 

素材原料販売 

二次加工所
小池手造り農産加工所㈲

商品化：ジャム等 

供給 

 

二次加工所
㈱戸田屋

商品化：菓子等 

新商品販売  
（既存の販路） 

食品製造会社 
（地域内外の販路）

低糖度餡もなか 

低糖度ジャム

皮・加
工
残
渣・未
利
用
品
等

搬
入

搬
入

性能分析・評価
モニタリング
（信州大学）

（長野県工業技術　　
　　　総合センター） 

①柿の皮残渣（イメージ）

色差分解装置 抽出液（エキス） 固形物（ペースト状）

②色差分解処理した抽出物（エキス、ペースト状の機能性原料）

③機能性食品の開発研究体制 〈商品のイメージ〉
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コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス　
　

　
　
　

 「
え
べ
や
」
で
創
業
支
援

　

東
御
市
商
工
会
で
は
、
商
工
会
本
所
を
田
中

商
店
街
に
移
転
を
機
に
、
２
０
１
６
年
４
月
創

業
支
援
・
産
業
振
興
を
積
極
的
に
行
う
為
、
商

工
会
館
内
に
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
“
え

べ
や
”」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
ツ
ー
ル

の
発
達
に
よ
り
、
オ
フ
ィ
ス
に
い
な
く
と
も
自

宅
で
、
カ
フ
ェ
で
、

場
所
の
制
約
に
と

ら
わ
れ
ず
働
く
こ

と
が
可
能
に
な
り
、

一
方
で
自
宅
で
の

作
業
は
時
に
孤
独

感
を
伴
い
、カ
フ
ェ

で
は
十
分
な
電
源

や
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス

が
確
保
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
、

「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
」
と
い
う

新
し
い
共
有
オ
フ
ィ
ス
環
境
が
話
題
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
想
を
温
め
て
将

来
ジ
ャ
ン
プ
す
る
ま
で
準
備
す
る
場
所
。
志
を

同
じ
く
し
た
人
が
集
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し
い

芽
も
生
ま
れ
る
場
所
。
自
由
に
議
論
し
た
り
情

報
交
換
し
た
り
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
、
接
点
が
な
い
人
同
士
の
交
流
の
場
に
も

な
り
ま
す
。
今
後
は
特
に
女
性
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
又
、

利
用
者
と
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
事
業
主
向
け
セ
ミ
ナ
ー

等
、
転
職
・
復
職
・
企
業
の
相
談
な
ら
び
に
、

研
修
後
の
受
講
者
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、県
の“
お

た
め
し
ラ
ボ
”
の
受

入
可
能
な
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
２
階

に
整
備
し
、
都
会
の

Ｉ
Ｔ
人
材
の
東
御
市
へ

の
移
住
を
促
進
し
ま
す
。

　
“
え
べ
や
”
と
は
、

東
信
地
方
の
方
言
で

“
一
緒
に
行
こ
う
”
を

意
味
し
ま
す
。
ロ
ゴ
は

ｅ
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
、
矢
印
＝

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
オ

レ
ン
ジ
色
＝
元
気
！
を

表
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

会
員
登
録
を
し
て
い
る

方
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

映
像
制
作
関
係
者
な
ど

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
・
自
宅

で
起
業
を
し
た
い
人
等
様
々
で
す
。
今
年
４
月

か
ら
５
か
月
間
の
利
用
者
数
は
、
延
３
２
４
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同
士
・
利
用
者
の
雑

談
か
ら
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
名
刺
の
作

成
等
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
営
業
時

間
は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
電
源
、
図
書
閲
覧
は
無
料
で
す
。

前
例
の
な
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
は
困
難
を

伴
い
ま
す
。
東
御
市
商
工
会
で
は
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
“
え
べ
や
”
を
東
御
市
の
新
た

な
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
、
特
に
創
業
支
援
に

は
力
を
入
れ
、
長
野
県
一
創
業
し
や
す
い
商
工

会
を
め
ざ
し
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.104

東信

えべや

２階コワーク協働スペース１階コワーキングスペース

えべやHPアドレス
http://ebeya-tomi.com/
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安
曇
野
市
穂
高
有
明
の
森
の
中
で
、
ち
い
さ
な
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「BO

N
 V

IV
A

N
T

」
を
開
業

し
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
別
荘
や

観
光
の
方
に
も
広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
、
17
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

ペ
ッ
ト
連
れ
・
分
煙
な
ど
対
応
し
き
れ
な
い
場
面
が

で
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
と
っ
て

い
た
だ
け
る
空
間
、店
内
禁
煙
の
為
愛
煙
家
へ
の
サ
ー

ビ
ス
、
小
さ
な
お
子
様
や
家
族
と
し
て
の
ペ
ッ
ト
連

れ
の
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
テ

ラ
ス
席
を
作
り
た
い
と
以
前
よ
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

知
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
中
小
企
業
向
け
の
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
制
度
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
さ
っ
そ
く
申
し
込
み
を
決
め
ま
し
た
。

　

商
工
会
の
方
に
は
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

き
、
申
請
に
向
け
準
備
を
重
ね
、
無
事
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
9
月
か
ら
工
事
に
取
り
掛
か
り
、
こ
の
春
よ

り
テ
ラ
ス
席
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｗ
・
お
盆
等
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、「
安
曇
野
の
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
楽
し
く
食
事
が
で
き
た
」
と
、

う
れ
し
い
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
連
れ
の
お
客
様
に
も
「
車
内
に
置

い
て
お
く
の
で
は
な
く
一
緒
に
い
ら
れ
て
、

安
心
し
て
楽
し
く
食
事
が
で
き
た
」
と
大

変
満
足
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
「
安
曇
野
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
お

店
で
ガ
ー
デ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
な

い
か
？
」
と
県
外
の

方
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
い
た
だ
き
、

準
備
に
向
け
話
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

森
の
中
と
い
う
当

店
の
立
地
を
生
か

し
た
「
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
」
を
増
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
曇
野

の
美
し
い
思
い
出

を
お
客
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

雨
天
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
後
日
屋
根
も
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
自
然
の
中
で
の
料
理
教
室
・
各
種
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
テ
ラ
ス
席
の
活

用
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
制
度
の
お

か
げ
で
、
ま
た
一
つ
夢
が
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

安
曇
野
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
い
た

だ
き
、
お
客
様
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る
店
づ
く
り

を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
市
商
工
会

安曇野の自然の中のウッドデッキを利用したランチの提供

ランチコースの一例

大塚 乃オーナー

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
設
置
に
よ
る
販
路
開
拓

-

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用-
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■企業概要と経緯
　 　昭和45年創業の旋盤による金属部品製造業。小型

モータやセンサーなどの産業機器部品の量産品加工
をしている社員５名の企業の事業主から、顧客から
の継続的な価格ダウン要求に対していろいろな改善
をして対応してきたが、コスト追従が困難となって
きている。また、部品製造の海外展開化による安定
受注量の減少という状況となってきており、下記課
題について商工会に相談があった。
■課題
　・  加工技術向上によるコストダウンを図りたい。具

体的には、特殊加工の工具寿命が短く、このコス
トに占める割合が多いため、この寿命を長くしたい。

　・  新規受注確保をしたい。
■支援内容
　・  工業技術総合センター加工部への技術相談を提案・

実施し、現状の基本加工条件の評価と寿命延長に
つなげられる可能性のある各種情報（チップ、ホ
ルダー、切削液とその供給方法）の紹介をいただき、
私の調査情報と合わせてどの項目を取組むのか選
定を行った。

　・  工具寿命設定の際、表面粗さと形状を目視で評価
し設定しているが、その合理性の確認を提案し、
工業技術総合センターの測定器を借用して数値化
した。　そして、要求規格に対してのマージンを
明確にした。

　・  新規受注の確保に向け、次のような積極的な営業
活動を提案する。⑴納品を社員に任せていたが、
自ら訪問して顧客とコミュニケーションをとり、
顧客の課題と今後の予定や最終製品の市場動向を
把握する。⑵顧客はもちろん、同業者・支援機関
等との接触を積極的に行い、情報収集等の機会を

増やす。その一つとして、中小企業振興センター
の受発注取引事業の活用を提案し、同センターへ
の相談・登録を行った。

■支援の効果
　・  当社の基本的な加工条件の適切性が確認できた。

また、加工技術向上に向け、更なる工具寿命延長
の幾つかの案が見つかり、その可能性が見えてきた。

　・  表面粗さ等の要求規格に対してのマージンを明確
にでき、工具当たりの加工数を増加できる可能性
があることを明確にできた。

　・  新規受注獲得に向けて、営業活動の重要性を改め
て認識し、また、中小企業振興センターへの相談・
登録ができ、受注の機会を得る間口を広くするこ
とができた。

　・  同社の特徴・強みは、加工技術向上を追求してコ
スト競争力向上へとつなげること、そして、今後
も継続的な改善が必要なことが確認できた。

　・  事業主は、自ら実務作業を行っており、情報収集
や条件選定等の時間と費用の捻出が難しい。その
ような状況の中でも積極的な営業と改善活動が重
要であることを確認できた。

　最後に、各専門分野の上席専門経営支援員は、課題
解決に向け支援していますので、益々のご活用をお願
いします。

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員　渡辺　稔

製造業支援事例
上席専門経営支援員の支援事例紹介

測定に使用した表面粗さ測定器



商工連ながの H28.11月号● 8

経 　

平
成
28
年
7
月
か
ら
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
国
際
競
争
力

の
激
化
、
人
手
不
足
な
ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
・
中
堅
企
業
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
足
下
で
は
生
産
性
が
低
迷
し
人
材

確
保
や
事
業
の
持
続
的
発
展
に
懸
念
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
が
労
働
の
供
給
制
約
等
を
克
服
し
、
海
外
展
開
も

含
め
、
将
来
の
成
長
を
果
た
す
べ
く
、
生
産
性
の
向

上
（
経
営
力
向
上
）
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。

■
経
営
力
向
上
計
画
の
概
要

　
「
経
営
力
向
上
計
画
」
は
人
材
育
成
、
コ
ス
ト
管

理
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
や
設
備
投
資
な
ど
、

自
社
の
経
営
力
を
向
上
す
る
た
め
に
実
施
す
る
計
画

で
、
認
定
さ
れ
た
企
業
や
事
業
者
は
、
税
制
や
金
融

の
支
援
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
制
度
の
利
用
の
ポ
イ
ン
ト

【
ポ
イ
ン
ト
１
】　

申
請
書
類
は
実
質
２
枚

　

 　

①
企
業
の
概
要
、
②
現
状
認
識
、
③
経
営
力
向

上
の
目
標
及
び
経
営
力
向
上
に
よ
る
経
営
の
向
上

の
程
度
を
示
す
指
標
、
④
経
営
力
向
上
の
内
容
な

ど
を
簡
単
な
計
画
等
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
２
】　

計
画
策
定
を
サ
ポ
ー
ト

　

 　

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
（
商
工
会
、
地
域

金
融
機
関
、
士
業
、
中
央
会
、
商
工
会
議
所
等
）

に
計
画
策
定
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
】 

認
定
計
画
に
基
づ
き
取
得
し
た
一

定
の
機
械
及
び
装
置
の
固
定
資
産

税
が
半
分

　

 　

計
画
認
定
を
受
け
た
場
合
、
資
本
金
１
億
円
以

下
の
会
社
、
個
人
事
業
主
な
ど
は
、
①
１
６
０
万

円
以
上
の
機
械
及
び
設
置
で
あ
っ
て
、
②
生
産
性

が
年
平
均
１
％
以
上
向
上
等
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
が
3
年
間
半
額
に
な
り

ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
４
】
そ
の
他
の
金
融
支
援
も
ご
用
意

　

 　

計
画
認
定
を
受
け
た
場
合
、
政
策
金
融
機
関
の

低
利
融
資
、
民
間
金
融
機
関
の
融
資
に
対
す
る
信

用
保
証
、
債
務
保
証
等
の
資
金
調
達
に
関
す
る
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「経営力向上計画」で稼ぐ力を
強化するチャンスです！

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

桑原経営コンサルタント事務所
中小企業診断士
桑原　仁　氏
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法 １ 　

労
働
者
は
、
就
業
規
則
等
に
基
づ
く
労
働
契
約

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
就
業
時
間
を
労
働
に
従
事

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
所
定
労
働
時
間

と
い
い
ま
す
。

　

 　

会
社
は
、
労
働
基
準
法
36
条
の
届
出
（
い
わ
ゆ

る
36
協
定
）
等
を
前
提
に
、
所
定
労
働
時
間
を
超

え
る
就
業
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の

場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
残
業
代
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

 　

企
業
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
残
業
代
を
適

法
に
支
払
わ
ず
に
労
働
者
を
過
剰
に
就
業
さ
せ
て

い
る
所
も
あ
り
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
し
て
社

会
問
題
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

２ 　

そ
も
そ
も
、
残
業
代
は
ど
の
様
に
計
算
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。会
社
が
支
払
う
べ
き
残
業
代（
割

増
賃
金
額
）
は
、時
給
（
一
時
間
当
た
り
の
賃
金
）

×
残
業
時
間
×
割
増
率
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

⑴ 　

第
一
に
、
時
給
に
関
し
て
は
、
月
々
の
賃
金

を
月
の
平
均
所
定
労
働
時
間
で
割
っ
て
計
算
し

ま
す
。
月
の
平
均
所
定
労
働
時
間
は
、（
三
六
五

日–

年
間
の
所
定
休
日
）
×
一
日
の
所
定
労
働

時
間
（
例
え
ば
出
勤
時
間
が
午
前
９
時
、
退
勤

時
間
が
午
後
６
時
で
、
こ
の
間
１
時
間
の
休
憩

が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
日
の
所
定
労

働
時
間
は
８
時
間
と
な
り
ま
す
）
÷
12
ヶ
月
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

　
　

 　

と
こ
ろ
で
、
上
記
時
給
の
前
提
と
な
る
月
々

の
基
礎
賃
金
の
中
に
は
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
等
は
参
入
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
労
働

基
準
法
37
条
５
項
）。
こ
れ
ら
は
、
労
働
の
実

対
価
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
個
々
の
従
業
員
に
対

す
る
実
費
弁
償
的
な
意
味
を
有
す
る
か
ら
で

す
。
も
っ
と
も
、
通
勤
手
当
と
い
っ
て
も
、
そ

の
全
て
が
基
礎
賃
金
か
ら
除
外
さ
れ
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
通
勤
手
当
と
称
し
て
い
て
も
、

通
勤
距
離
に
係
わ
ら
ず
従
業
員
に
一
律
に
一
定

の
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
労
働
の

対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
意
味
合
い
が
強

い
の
で
、
基
礎
賃
金
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の

が
相
当
で
す
。

　

 

⑵ 　

次
に
、
残
業
時
間
に
関
し
て
は
、（
労
働
基

準
法
37
条
に
よ
っ
て
）
割
増
賃
金
の
支
払
義

務
が
生
ず
る
残
業
時
間
と
は
、
法
定
の
時
間

外
労
働
（
一
日
８
時
間
、
週
40
時
間
を
超
え

て
行
わ
れ
た
労
働
）
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を

要
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
割
増

賃
金
が
支
払
わ
れ
る
労
働
時
間
と
は
、
原
則

と
し
て
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
日
８
時
間
（
あ

る
い
は
週
40
時
間
）
を
超
え
て
労
働
し
た
時

間
数
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

 　

残
業
時
間
自
体
は
、
通
常
は
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
に
打
刻
さ
れ
た
時
間
を
前
提
に
計
算
し
ま

す
。
も
っ
と
も
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
な
い
場
合

で
も
、
メ
モ
や
他
の
従
業
員
の
証
言
等
に
よ
り

残
業
の
事
実
を
証
明
で
き
る
場
合
は
、
残
業
時

間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

⑶ 　

割
増
率
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
25
％
で

す
が
、
一
ヶ
月
の
残
業
時
間
が
60
時
間
を
超
え

る
と
、
そ
の
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
50
％
以

上
と
な
り
ま
す
。

　

⑷ 　

尚
、
残
業
代
の
請
求
権
に
も
消
滅
時
効
が
あ

り
、
給
与
支
給
日
か
ら
２
年
間
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
労
働
基
準
法
115
条
）。

３ 　

と
こ
ろ
で
、
会
社
に
よ
っ
て
は
、
時
間
外
労
働

に
対
す
る
割
増
賃
金
分
を
最
初
か
ら
基
本
給
の
中

に
含
め
て
支
払
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
基
本
給

の
内
割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
が
明
確
に
区
別
さ

れ
て
労
使
間
で
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
旨
が
雇
用
契
約
上
明
確
に
さ
れ

て
い
る
と
共
に
、
支
給
時
に
支
給
対
象
の
内
の
時

間
外
労
務
の
時
間
数
と
残
業
手
当
の
額
が
労
働
者

に
明
示
さ
れ
て
お
り
、
一
定
残
業
予
定
時
間
を
超

え
て
残
業
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
然
に
そ
の

所
定
の
支
給
日
に
別
途
上
乗
せ
し
て
残
業
代
を
支

給
す
る
旨
予
め
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
す
る
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い

ま
す
。
定
額
支
給
制
を
採
る
会
社
の
中
に
は
、
労

使
間
の
定
め
が
曖
昧
な
ま
ま
履
行
し
て
い
る
所
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

４ 　

残
業
代
の
支
給
に
関
し
て
、
労
使
間
で
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
た
場
合
、
労
働
局
の
あ
っ
せ
ん
、
県
の

労
働
委
員
会
に
よ
る
個
別
あ
っ
せ
ん
（
左
図
を
参

照
）、
裁
判
所
の
労
働
審
判
、
と
い
っ
た
所
で
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
事
者
間
で
合
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
民
事
訴
訟
に
ま
で
発
展
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

 　

中
小
企
業
の
場
合
、
往
々
に
し
て
、
従
業
員
に

対
し
、
安
易
に
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
を
要
請
す
る

こ
と
が
見
受

け
ら
れ
ま
す

が
、
残
業
代

の
受
給
は
労

働
者
に
と
っ

て
重
大
な
権

利
で
あ
る
こ

と
を
十
分
自

覚
し
、
ト
ラ

ブ
ル
の
な
い

よ
う
弁
済
し

て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

残業代に係わる問題について
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衰
退
し
て
き
た
お
六
櫛
の
歴
史

　

木
祖
村
薮
原
で
、
江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
伝
統
工
芸
品
「
お
六
櫛
」。
旧
中
山

道
薮
原
宿
で
は
、
享
保
年
間
に
は
既
に
作
ら

れ
て
い
た
と
い
い
、
日
本
髪
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
実
用
品
と
し
て
、
旅
の
土
産
品
と

し
て
広
く
世
の
中
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
明
治
以
降
、
日
本
髪
を
結
う

習
慣
は
徐
々
に
な
く
な
り
、
金
属
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
異
素
材
の
浸
透
に
よ
り
、
木
祖

村
の
櫛
産
業
は
廃
れ
て
い
き
、
今
日
で
は
僅

か
数
人
の
職
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
程
の
寂

し
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

祖
父
の
代
か
ら
櫛
づ
く
り
を
生
業
と
し
て

き
た
工
房
ふ
る
か
わ
や
は
、
薮
原
宿
の
は
ず

れ
に
あ
り
、
家
族
で
小
さ
な
木
工
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
か
つ
て
、
櫛
だ
け
で
は
生
計
を

立
て
る
の
が
難
し
い
時
代
に
は
会
社
勤
め
も

経
験
し
な
が
ら
、
平
成
十
四
年
に
勤
め
て
い

た
会
社
を
退
職
し
て
事
業
に
専
念
し
、
平
成

二
十
二
年
に
事
業
継
承
を
し
、
櫛
作
り
を
は

じ
め
と
し
た
木
の
製
品
作
り
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

伝
統
の
匠
の
技
と
遊
び
心

　

厳
し
い
環
境
変
化
の
中
で
歩
ん
で
来
た
お

六
櫛
の
歴
史
で
す
が
、
今
日
、
お
六
櫛
を
巡

る
状
況
は
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

長
年
お
付
き
合
い
の
あ
る
本
物
志
向
の
お
客

様
以
外
に
も
、
美
容
業
界
に
あ
っ
て
、
美
し

い
髪
へ
の
こ
だ
わ
り
を
求
め
る
美
容
師
の
方

や
、
髪
の
ケ
ア
に
敏
感
な
若
い
女
性
層
な
ど
、

お
六
櫛
の
主
た
る
原
料
木
・
ミ
ネ
バ
リ
の
木

で
で
き
た
、髪
に
や
さ
し
い
伝
統
工
芸
品
「
お

六
櫛
」
と
し
て
、
広
く
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
手
作
り
の
櫛
を
見
直
す
流
れ

の
中
で
、
お
か
げ
さ
ま
で
最
近
で
は
メ
デ
ィ

ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
手
の
ひ
ら
に

乗
る
小
さ
な
櫛
に
、
細
か
い
歯
を
削
り
、
髪

の
抵
抗
を
減
ら
す
よ
う
磨
く
匠
の
技
が
評
価

さ
れ
、
日
本
が
生
ん
だ
確
か
な
逸
品
と
し
て
、

国
内
の
み
な
ら
ず
外
国
の
方
に
も
人
気
を
博

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、工
房
ふ
る
か
わ
や
で
は
、「
遊
び
心
」

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
技
術
で
い

い
櫛
を
作
る
こ
と
は
確
か
に
大
切
な
こ
と
で

す
が
、
あ
く
ま
で
櫛
作
り
の
技
術
が
ベ
ー
ス

に
あ
っ
て
、
櫛
以
外
の
も
の
、
例
え
ば
櫛
の

形
を
活
か
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
遊
び
心
を
形
に
す
る
こ

と
は
、
創
造
性
が
養
わ
れ
る
と
同
時
に
、
心

の
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

事
業
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

独
自
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
て

　

代
々
続
く
工
房
で
、
事
業
を
継
承
し
た
こ

と
は
、
自
信
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
大
き
な

責
任
も
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
工
房
ふ
る
か

わ
や
で
は
、
四
代
目
と
な
る
息
子
が
一
緒
に

作
業
を
し
、
日
々
修
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

伝
統
の
技
を
受
け
継
ぐ
大
切
さ
と
同
時
に
、

こ
れ
か
ら
は
工
房
ふ
る
か
わ
や
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
、
商
工
会
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
も
利
用
し
、
親
子
一
緒

に
な
っ
て
知
財
権
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

櫛
は
小
さ
な
道
具
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
お

客
様
か
ら
い
た
だ
く
ご
注
文
に
は
大
き
な
感

謝
と
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。
一
品
一
品
心
を
込

め
て
作
り
、
ま
さ
に
わ
が
子
を
嫁
に
出
す
気

持
ち
で
お
客
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

小
さ
な
田
舎
の
工
房
で
す
が
、
伝
統
の
技
と

こ
こ
ろ
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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長
和
町
は
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

北
に
上
田
市
、
東
に
佐
久
市
、
南
に
諏
訪
市
、

西
に
松
本
市
、
岡
谷
市
が
あ
り
ま
す
。
古
く

か
ら
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
中
山
道
の
宿
場

が
二
つ
あ
り
ま
す
。
和
田
宿
は
中
山
道
の
最

難
所
、
和
田
峠
を
控
え
、
足
を
留
め
る
旅
人

も
多
く
大
き
な
宿
場
で
し
た
。
現
在
で
も
当

時
の
姿
を
残
し
、
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
久
保
宿
は
大
門
道
や
北
国

街
道
へ
の
分
岐
点
に
あ
た
り
繁
栄
し
ま
し
た
。

旅
籠
建
築
の
一い
っ
ぷ
く
ど
こ
ろ
は
ま
や

福
処
濱
屋
が
現
在
は
、
歴
史

資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
、
日
本
地
質
学
会
が
都
道

府
県
ご
と
に
選
定
し
た「
県
の
石
」に
、
和
田

峠
の「
黒
耀
石
」と「
ざ
く
ろ
石
」が
選
ば
れ
ま

し
た
。
本
州
最
大
規
模
の
黒
耀
石
原
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
和
田
峠
と
星
糞
峠
。
こ
の
一

帯
に
は
、
３
万
年
前
か
ら
黒
耀
石
を
求
め
て

全
国
か
ら
沢
山
の
人
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

石
器
の
材
料
と
し
て
流
通
し
た
「
日
本
最
古

の
ブ
ラ
ン
ド
」
で
あ
り
、
日
本
列
島
の
人
類

の
歴
史
を
支
え
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
星
糞
峠
の
付
近
で
は
縄
文

時
代
に
黒
耀
石
を
掘
り
出
し
た
鉱
山
の
よ
う

な
大
規
模
な
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ざ

く
ろ
石
は
濃
い
え
び
茶
色
が
特
徴
で
宝
石

（
ガ
ー
ネ
ッ
ト
）
と
し
て
も
人
気
が
高
い
で
す
。

「
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、
こ
の

鷹
山
地
区
の
３
万
年
に
わ
た
る
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
、
黒
耀
石
を
使
っ
た
ス
ト

ラ
ッ
プ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
購
入
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

長
和
町
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
長

門
町
と
和
田
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
当
時
は
７
、３
０
０
人
を
数
え
た
人
口

も
現
在
は
６
、４
０
０
人
ほ
ど
に
な
り
、
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
取
り
組
み
始

め
た
の
が
当
青
年
部
が
行
う「
恋
コ
ン
」で
す
。

春
と
秋
の
二
回
開
催
す
る
婚
活
事
業
で
町
行

政
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

春
は
青
空
の
も
と
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

秋
は
雰
囲
気
の
良
い
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、

よ
う
や
く
一
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
ま
で
至

り
、
俄
然
や
る
気
モ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
青

年
部
で
あ
り
ま
す
。

　

長
和
町
商
工
会
館
の
あ
る
「
道
の
駅
・
マ

ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と
」
は
、
国
道
１
５
２
号

線
沿
い
に
あ
り
、
広
い
駐
車
場
を
有
し
、
商

業
施
設
と
日
帰
り
温
泉
施
設
も
隣
接
す
る
こ

と
か
ら
、
観
光
客
や
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
集
積
す
る
人
気
の
場
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
立
地
環
境
を
活
か
し
て
女
性

部
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

「
長
和
軽
ト
ラ
市
」
で
あ
り
ま
す
。
今
で
は
各

地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
出
店
者
は
野

菜
や
果
物
を
は
じ
め
ク
ラ

フ
ト
や
手
作
り
品
な
ど
多

種
に
わ
た
り
、
値
段
も
お

ま
け
も
交
渉
次
第
の
楽
し

み
で
す
。
女
性
部
の
販
売

す
る
手
づ
く
り
山
菜
お
こ

わ
も
評
判
で
早
々
に
完
売

し
ま
す
。
出
店
者
と
買
物

客
、
買
物
客
同
士
の
交
流

が
ま
ち
の
賑
わ
い
と
な
り
定
着
し
て
き
ま
し

た
。

　

美
ヶ
原
高
原
に
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
、
長
門

牧
場
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
に
エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
と
四
季

を
通
じ
て
信
州
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
あ
！
長
和
町
の
大
自
然
と
古
代

ロ
マ
ン
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
が
わ
に
な
る

長
　
和
　
町

Vol.18
長和町商工会

長和軽トラ市（道の駅にて）
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この11月26日の開催を告知する
「第７回恋コン」チラシ

みんながわになる長和町プロジェクト
（詳しくは長和町商工会FBページをご覧ください）



経営セーフティ共済 検  索 小規模企業共済 検  索

★毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば課税対象所得400万円の方なら、
　約11万円の節税になります。（左図は確定申告書の記載例）

掛金は
損金もしくは
必要経費に
算入できます

掛金は
全額所得
控除

回収困難となった売掛金（被害額）
相当の資金を調達できます。

（最高8,000万円まで）

「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。
「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。 当面の資金繰りに

役立ち、自社と社
員を守れます。

当面の資金繰りに
役立ち、自社と社
員を守れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。 現役引退後の安心した

生活設計が図れます。
現役引退後の安心した
生活設計が図れます。
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